
１．授業に実物の提示や実験などの体験的な学習を

取り入れたことにより（図１）、生徒は機械の構造や

道具の仕組みを理解することができ、授業に興味・関

心をもつことができた。

２．導入の段階で実物を提示することは（図１）、

本時の学習内容や授業目標が明確となり、学習環境を

整える上でとても効果的であった。

３．公式の説明で、アニメーションを活用して機械

の構造や道具の仕組みを視覚的に学習できるように工

夫したことにより（図２）、生徒は機械の構造や道具

の仕組みについて興味・関心をもつようになった。

４．式変形や演習問題で、アニメーションで視覚的

に解説することにより（図３）、生徒は自分の力で式

変形をしようとする姿勢が生まれ、学習理解度を高め

ることができた。

図２．ＩＣＴの活用（公式の説明）

図３．ＩＣＴの活用（演習問題）
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ＩＣＴの活用

図１．実物の提示（輪軸の実験）
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